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について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 
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子ども・子育て支援対策調査特別委員会報告資料 

令和４年１月２７日 

件 名  足立区待機児童解消アクション･プランの改定について 

所 管 部 課 名  

子ども家庭部 私立保育園課、待機児ゼロ対策担当課、 

子ども政策課、子ども施設指導・支援担当課、 

子ども施設運営課、子ども施設入園課 

内 容 

 「足立区待機児童解消アクション･プラン」（以下、「計画」と

いう。）の改定版（令和３年度版）を作成したので報告する。 

 改定にあたっては、待機児童ゼロの継続を目指して、以下の取

り組みについて、変更を行った。 

１ 保育需要予測の見直し（「別添資料１」P8～11 参照）  

社会状況の変化を適切に反映するため、待機児ゼロ対策担当

課独自の人口推計（以下、独自推計）により、前計画（令和３

年３月）の保育需要予測を見直した。 

見直しの結果、令和６年度までに必要な保育定員数はすでに

確保できている一方、定員の空きは増加が予測される。 

◇ 足立区人口推計（令和２年２月改定）と独自推計の比較 

 

 ◇ 見直し後の保育需要数と保育定員数の見込み 

 

3～5
歳児

1･2
歳児

0
歳児

3～5
歳児

1･2
歳児

0
歳児

3～5
歳児

1･2
歳児

0
歳児

3～5
歳児

1･2
歳児

0
歳児

15,488 10,074 5,077 15,065 10,123 5,012 14,941 10,025 4,946 14,882 9,904 4,880

14,959 9,294 4,341 14,603 8,814 4,341 14,149 8,682 4,341 13,635 8,682 4,341

-529 -780 -736 -462 -1,309 -671 -792 -1,343 -605 -1,247 -1,222 -539差
Ⓑ－Ⓐ -2,045 -2,442 -2,740 -3,008

独自推計
Ⓑ

※ 令和3年は実人口 28,594 27,758 27,172 26,658

足立区人口推計
（低位）Ⓐ
※ 各年1月1日 30,639 30,200 29,912 29,666

令和3年4月1日 令和4年4月1日 令和5年4月1日 令和6年4月1日

 

（単位：人） 

（単位：人） 
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２ 待機児童ゼロの継続と定員の空き対策（「別添資料１」P14～33参照） 

定員の空きの分析では、年間通して利用の見込がない定員

が、主に３～５歳児で発生している。 

（１）区立保育施設の入所定員抑制（「別添資料１」P17～18参照） 

抑制反映後の保育定員数が保育需要数を下回らないよう、 

地域ごとの保育需要の状況を踏まえて実施していく。 

 ◇ 区立保育施設（直営園）の入所定員抑制予定数（令和６年度まで） 

 

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計

令和３年までの抑制数 0 0 ▲ 29 ▲ 16 ▲ 21 ▲ 16 ▲ 82

令和４年入所抑制数 0 ▲ 23 ▲ 33 ▲ 27 ▲ 20 ▲ 16 ▲ 119

令和５年入所抑制数 0 0 ▲ 81 ▲ 31 ▲ 35 ▲ 20 ▲ 167

令和６年入所抑制数 0 0 0 ▲ 78 ▲ 34 ▲ 35 ▲ 147

累計 0 ▲ 23 ▲ 143 ▲ 152 ▲ 110 ▲ 87 ▲ 515
 

（２）私立認可保育所の建替え等計画（「別添資料１」P19～20参照） 

 私立認可保育所の建替え等の実施に際し、保育需要を勘案 

した定員設定を行っていく。 

◇ 私立認可保育所の建替え等の計画（令和２年度～） 

変更前  変更後
0

歳児
1・2
歳児

3～5
歳児

計

R4.4.1
（R2～3）

ナーサリースクール
いずみ大谷田

4 佐野地域 109 114 -1 7 -1 5

R4.4.1
（R2～3）

西新井保育園 7 西新井・島根地域 134 129 6 4 -15 -5

R4.4.1
（R3～4）

島根いちい保育園 7 西新井・島根地域 115 110 6 4 -15 -5

358 353 11 15 -31 -5

定員変更内容（人）変更日
(整備年度)

園名
地
域

地域名
認可定員数(人)

計3施設  

これらに加えて、小規模保育・家庭的保育の利用促進などの

多様な保育サービスの充実や、大規模集合住宅建設時の保育施

設の設置協議等の取り組みを引き続き実施していくことで、今

後も待機児童ゼロの継続を図っていく。 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

  令和４年４月の保育の利用状況や、区立保育施設の建替え及び改

修計画である「施設更新計画」を盛り込み、令和４年度夏を目途に

「足立区待機児童解消アクション・プラン」の改定を行う。 

 

（単位：人） 



4 
 

子ども・子育て支援対策調査特別委員会報告資料 
令和４年１月２７日 

 

件 名  いづみ保育園への対応状況について 

所 管 部 課 名 子ども家庭部 私立保育園課、子ども施設入園課、 

子ども施設指導・支援担当課 

内 容 

保育士の大量退職により令和４年度から受け入れ児童数を縮小す

る、いづみ保育園（以下「園」という。）にかかる対応状況につい

て報告する。 

 

１ 在籍児の転園申込状況について         （単位：人） 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

在園児数 
（11月 1日現在） 

１１ １２ １２ １１ １１ １２ 

１２月 

転園児数 
０ ０ １ ２ ０ － 

１月 

転園児数 
０ ０ ０ ０ １ － 

４月転園 

申込数 
１１ １１ １０ ９ １０ － 

転園申込 

未提出者数 
０ １ １ ０ ０ － 

※ 転園申込未提出者のうち、１歳児（新２歳児）は令和４年度

も継続保育が可能。２歳児（新３歳児）は幼稚園を利用するこ

とが決まっている。 

 

 転園申込者は原則、第１希望から第５希望のいずれかに転園で

きるよう利用調整を実施し、預け先を確保していく。 

 

２ 保育の状況について 

  以下の日程で区保育士が園を訪問し、保育の実施状況の確認を

行った。 

（１）訪問日(１２月末時点における実績) 

１１月２２日（月）・２４日（水）・２６日（金） 

１２月６日（月）・２２日（水） 

（２）所見 

今回の件により園児・保育士共に大きな混乱はなく、通常ど 

おり安定した保育が提供されていた。 
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３ 保育士の確保について 

１２月２４日に法人から、常勤保育士の確保数（見込み）が、

４人にとどまっているとの報告があった。 

保育士の種別 勤務時間等 
令和４年度 
必要保育士数 

確保状況 

常勤保育士 
１日６時間以上・ 

月２０日以上勤務等 
９人 

４人 

（５人不足） 

非常勤保育士 上記以外 ３人 ３人 

※ 育休等で休職の職員を除く。 

※ 常勤保育士には、みなし保育士（看護師）１人を含む。 

 

 法人に対して、令和４年度に認可保育所の運営が可能であるか

１月中の回答を求めている。 

 

４ 大量退職の原因調査について（報告期限：１２月２４日） 

１２月２３日に法人から、報告期限を１月末に猶予してほしい

と申し出があった。 

（１）報告が間に合わない理由 

・ 労働者の人権に配慮し、かつ公平な調査を実施できる 

  ヒアリング実施者の人選に難航したため。 

・ 繁忙が見込まれる年末年始に職員のヒアリングを実施する 

ことが困難であったため。 

（２）法人の原因調査 

・ １月１５日（土）に、法人から依頼を受けた弁護士が 

退職者ヒアリングを実施する予定である。 

１月末までに確実に報告が提出されるよう法人の進捗状況を確

認していく。また、法人の調査結果の報告を受け、区としても原

因調査を実施する予定である。 

 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

今後も適切な保育が提供され、子どもたちを安心して預けられ

るよう、適宜、園を訪問し、状況確認や園の相談支援など、必要

な対応を行っていく。 

令和４年度以降の保育の継続については、同園で安全な保育が

提供できることが条件となるため、保育士確保の状況確認を徹底

していく。 
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子ども・子育て支援対策調査特別委員会報告資料 

令和４年１月２７日 

件 名 
 令和４年４月保育施設利用申込受付状況及び保育コンシェルジュ

利用状況について 

所 管 部 課 名 子ども家庭部子ども施設入園課 

内 容 

 

令和４年４月保育施設（認可保育所・認定こども園・小規模保

育・家庭的保育(保育ママ)）利用申込の受付状況及び保育コンシ

ェルジュの利用状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ 令和４年４月保育施設利用申込受付状況 

（１）利用申込数                   （人） 

年月 

申込状況 

令和 3年 

4 月分 

令和 4年 

4 月分 
増減 前年比 

利用申込(受付期間中)【Ａ】 2,561 2,588 27 101.1％ 

内訳 

 

子ども施設入園課窓口 1,699 1,711 12 100.7％ 

電子申請 － 543 543 皆増 

郵送 105 334 229 318.1％ 

福祉課 333 － △333 皆減 

保育施設 424 － △424 皆減 

審査継続分【Ｂ】 997 978 △19 98.1％ 

先行利用調整申込【Ｃ】   110 142 32 129.1％ 

利用申込合計【Ａ＋Ｂ＋Ｃ】 3,668 3,708 40 101.1％ 

募集人数（令和 4年は予定） 4,402 4,053 △349 92.1％ 

（注）【Ｂ】：１０月～１月入所希望受付分のうち、待機のため令 

       和４年４月の審査に継続するもの 

【Ｃ】：小規模保育、保育ママの卒園児を対象とした先行申込 

 

※ 上記人数は、転園、区外からの入園、区外保育施設との 

併願を含む。 
 

 
 
 

 



7 
 

（２）年齢別申込数                  （人） 

年齢 

年度 
0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合計 

令和 3年度 1,063 1,484 559 453 80 29 3,668 

令和 4年度 1,061 1,533 448 535 93 38 3,708 

増減 △2 49 △111 82 13 9 40 

０歳から５歳すべての年齢で人口は減少している（下表のと

おり）が、申込数は前年度とほぼ同じ水準であった。次の２点

によりこれまで潜在していた保育需要が顕在化したと考えられる。 

・ 新型コロナウイルス感染症の感染状況が落ち着いてきた

こと 

・ 待機児童ゼロの達成 
 
【参考】年齢別人口                 （人） 

年齢 

年月 
0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

令和 2 年 12 月 4,544 4,585 4,908 4,910 5,080 5,276 

令和 3 年 12 月 4,188 4,542 4,470 4,833 4,838 5,002 

増減 △356 △43 △438 △77 △242 △274 

 

２ 電子申請の受付状況 

・ 受付期間中の申込数のうち２１％が電子申請による受付で 

あった（継続等を含む申込全体では１４．６％）。 

・ 年齢別の申込数をみると０歳の申し込みが最も多かった。 

乳幼児を窓口に連れていく必要がないため、他の年齢層よ 

り利用が多かったと考えられる（下表のとおり）。 

 

年齢 

年度 
0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合計 

件数（件） 226 178 65 56 14 4 543 

申込に占める

割合（％） 
21.3 11.6 14.5 10.5 15.1 10.5 14.6 

 

・ 受付期間中に８件のシステムトラブルが検出されたが、そ

の都度、ＩＣＴ戦略推進担当課と連携の上、個別の対応を

行い、受付を中止する等の大きな問題には発展しなかっ

た。 
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３ 保育コンシェルジュ利用状況 

（１）利用延人数（４月１日～１２月３日）       （人） 

   場所 

年度 
区役所 オンライン 

出張相談 
（※） 

合計 

令和 2 年度 1,645 － 257 1,902 

令和 3 年度 1,621 339 172 2,132 

増減 △24 皆増 △85 230 

  ※ 出張先：子育てサロン、保健センター、福祉課 

令和３年度は子育てサロンのみ 

 

（２）今後の方針 

オンライン相談を利用した方の割合は全体の１５．９％だっ

た。今後については、オンライン回線を１から２に増設し、一

日最大８組の相談に対応することで、コロナ禍における相談の

機会の確保に努めていく。 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

 

※ 利用調整結果については、令和４年２月８日頃に申請者へ通知す

る。利用調整後、空きが生じた場合は、追加利用調整を実施してい

く。 
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